

令和元年度　小・中学校における環境教育の取組み


国語・総合的な学習の時間（第６学年）


テーマ〖環境問題について意見文を書こう〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉佐野市立第三小学校








≪学習のねらい≫


　・環境問題、自然を守ることについて資料を集め、整理し、互いの意見を聞き合って考えを深める。


　・自分の考えが説得力をもつように、意見文を書く。


　・意見文を読みあい、さらに考えを深める。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　９月


　①未来に向けて、どんなことを大切にしていきたいか、とりわけ環境問題やごみ問題について課題を考え、自分の意見をまとめる。


　②たがいの意見を聞き合って、考えを深める。


③自分の考えの根拠となる出来事や資料をタブレット端末を活用し、インターネットで調べる。


　④意見文の組立てを考え、意見文を書く。


　　　テーマ例「自然を守るために　～プラスチックゴミを考える～」


　　　　　　　「３Ｒの心がけ　～ごみをへらすために～」


　　　　　　　「ごみ問題　～わたしたちにできること～」


　⑤意見文を読みあい、考えを深め、伝えあう。





≪指導のポイント≫


　■できるだけ身近な問題、具体的な問題をとらえさせるようにした。


　■膨大な量のインターネット情報の中から、自分の課題にあった適切な資料を探すことを意識させた。


　■自分の生活と関連させて考えるようにした。





≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　　・国語「未来がよりよくあるために」


　　・各自タブレット端末を活用し、インターネットで調べ活動を行った。





≪成果≫


　　・普段からタブレット端末を活用しており、調べ活動はスムーズにすすめることができた。


　　・ウミガメへの海洋プラスチック問題など、最近マスコミなどでも取り上げられており、児童にとって関心ある課題であり、意欲的に取り組めた。


　　・集めた資料をもとに、自分の意見をまとめ、書くことによって、環境問題、とりわけごみ問題について考えを深めることができた。さらに、自分の日常生活を振り返り、実践していくことにつながった。








